
 

令和５年度 指定管理者制度導入施設の管理運営状況について 
空港振興課 

１　施設の概要等 

 

２　施設利用状況 

※注：ヘリポート内での航空機事故の発生時や設備・施設等の障害発生時に出す情報 

 

３　利用者ニーズの把握と対応 

 

４　県の業務点検等の状況 

 

 

 施 　 設 　 名 広島県広島ヘリポート

 所 　 在 　 地 広島市西区観音新町四丁目

 設 置 目 的 広島県の航空運送の用に供する

 施 設 ・ 設 備 基本施設（着陸帯等）、航空灯火、通信施設、気象観測施設

 
指 定 管 理 者

2 期目 R2.4.1～R7.3.31 日本空港コンサルタンツ・大成有楽不動産連合体

 1 期目 H27.4.1～R2.3.31 日本空港コンサルタンツ・大成有楽不動産連合体

 

利用 
状況

年度
目標値[事業計画] 

ノータム（※注）の発行依頼を行うような 
事故及び施設等の障害の発生件数

実績
対前年度 
増減

対目標値増減 
（達成率）

 

２期

R5 0 回 0 回 0 回 100%

 R4 0 回 0 回 0 回 100%

 R3 0 回 0 回 0 回 100%

 R2 0 回 0 回 0 回 100%

 １期平均 H27～R1 0 回 0 回 0 回 100%

 H26（導入前） － 0 回 － －

 増減 
理由

法令及び広島ヘリポート機能管理規程等の順守及び日常点検、各種点検等を適切に行うことで、施

設機能の維持に努め、目標値を達成した。

 

調査 
実施 
内容

【実施方法】 【対象･人数】

 ヘリポート連絡会を開催し、使用事業者と

の意見交換や協議を実施（年６回）
広島ヘリポートに事業所を置く事業者 8 者

 事業者に対する顧客満足度調査を実施 常駐及び利用が多い外来の使用事業者の計 11 者

 【主な意見】 【その対応状況】

 駐車場案内看板設置の要望 令和 3 年度要望を踏まえ、事業者事務所案内看板は
設置したが、更なる案内看板の設置については、必要
に応じて対応していく。

 ヘリポート管理業務に対する満足度 約 98％が大変満足、やや満足とする回答で非常に高
い評価結果となった。これに満足することなく、職員
の研修・指導などを通じて、これを維持するととも
に、さらなる満足度の向上に努める。

 項　目 実績 備　考

 

報告書

年度 ○ 事業報告書

 月報 ○ 業務実績報告書、利用状況報告書等

 日報（必要随時） ○ 日常点検結果、苦情、トラブル等について随時報告

 

管理運営会議（６回・現地） 
（ヘリポート連絡会）

【特記事項等】 
・事業者も交えた各種訓練等の実施により、危機管理体制の共有が必要。 
【指定管理者の意見】 
・使用事業者等を交え、計画的、定期的に各種訓練を実施することで、危

機管理体制の共有や緊急時の対応能力向上を図っていく。 
・日常点検などで、施設の不具合箇所等の早期把握・修繕に努める。 
【県の対応】 
・危機管理体制について、指定管理者及び事業者との必要な調整を行う。

 現地調査（４月、６月、８月、
10 月、12 月、２月の会議開催
時及びその他随時実施）



 

５　県委託料の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

 

６　管理経費の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

 
　※　自主事業：指定管理者が自らの責任で、更なる施設サービスの向上のために提案・実施する事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

県委

託料 
（決算額） 

年度 金額 対前年度増減

料金

収入 
（決算額） 

年度 金額 対前年度増減

 

２期

R5 137,917 △57,834

（該当なし）

 R4 195,751 59,076

 R3 136,675 1,745

 R2 134,930 6,897

 １期平均 H27～R1 128,033 △77,056

 H26（導入前） 205,089 -

 項 　目 R5 決算額 R4 決算額 前年度差 主な増減理由等

 

委 
託 
事 
業

収 
 

入

県委託料 137,917 195,751 △57,834 修繕工事の減

 
料金収入 0 0 0

 
その他収入 0 0 0

 
計(Ａ) 137,917 195,751 △57,834

 

支 
 

出

人 件 費 44,470 41,144 3,326
サミット対応業務及び賃上げによる
増

 
光熱水費 1,533 1,698 △165 電気料金の減

 
設備等保守点検費 9,135 8,460 675 点検対象設備の増

 
清掃・警備費等 24,216 24,216 0

 
施設維持修繕費 2,346 63,446 △61,100

修繕工事（サミット開催に伴う大規模
修繕）の減

 
事務局費 25,675 23,969 1,706 公課費、一般管理費の増

 
運行業務費 24,548 24,531 17 管理運用費の増

 
その他 2,011 3,283 △1,272 検査・保険料の減

 
計(Ｂ) 133,934 190,747 △56,813

 
収支①(Ａ-Ｂ) 3,983 5,004 △1,021

 
自 
主 
事 
業 

（※）

収　入(Ｃ) 0 0 0

 
支　出(Ｄ) 0 0 0

 
収支②(Ｃ-Ｄ) 0 0 0

 
合計収支（①+②） 3,983 5,004 △1,021



７　管理運営状況 

 

８　今後の方向性（課題と対応） 

 
項目

指定管理者 

（事業計画、主な取組、新たな取組など）
県の評価

 

施
設
の
効
用
発
揮

○施設の設置目 
的に沿った業 
務実績 

 
○業務の実施に 
よる、県民サ 
ービスの向上 

 
○業務の実施に 
よる、施設の 
利用促進 

 
○施設の維持管 
理

関係法令等の遵守、定期的な訓練の実施
により、施設の安全体制及び航空保安体制
の確立並びに安全な航空輸送に資すること
ができ、事業計画の目標値を達成した。 

イベント開催、ホームページの管理、顧客
満足度調査の実施等により、施設の認知度
向上及びサービス向上、利用促進に寄与し
た。 

日常点検や法令に基づく各種点検等を適
切かつ確実に実施し、施設機能の維持に努
めた。 

G7 広島サミット開催における米国大統領
の利用に際し、事前の関係機関との調整、開
催期間中の管理運営に万全を期す体制を構
築し、G7 広島サミット成功に寄与した。

航空事故及び重大インシデント（事故に
は至らないものの危険な事態）の発生件数
は 0件であり、法令等を遵守した適切な管
理運営ができている。 

イベントの開催やホームページの管理
等により、施設の認知度向上及び利用促進
に寄与している。 
 
日常点検や法令に基づく各種点検等を

行い、施設の適切な維持管理を行うことが
できている。 
　G7 広島サミット開催に伴う要人利用に
対応するため、関係機関との連絡調整を円
滑に行うとともに、迅速かつ的確に対応
し、万全の体制で開催期間中の管理運営を
実施することができた。

 
管
理
の
人
的
物
的
基
礎

○組織体制の見
直し 

 
○効率的な業務
運営 

 

○収支の適正

各業務の実施にあたり必要となる専門的
知識や資格を有する者を適切に配置すると
ともに、適宜、研修等に参加することで、管
理水準及び質の向上に努めた。 

管理事務所内で各部署の業務内容を共有
し、必要に応じて各職員の担当の枠を超え
て効率的に業務を実施した。

各業務に必要な専門的知識や資格を有
する者が適切に配置され、突発的な業務に
も柔軟に対応するなど、施設の管理運営の
ために必要な組織体制が確立できている。 

管理事務所内の定例会等において業務
の実施状況を共有するとともに、必要に応
じて職員の担当の枠を超えて効率的に業
務を実施するなど、管理事務所が一体とな
り、施設の管理運営が行われている。

 

総　括

事業計画における目標値を達成するとと
もに、施設の適切な管理運営及び維持管理
を図ることができており、持続的かつ安定
的に安全な航空輸送サービスの提供に資す
ることができた。 

特に G7 広島サミット開催に伴い、開催期
間前後を含め、特別な体制、対応を行うこと
で、特段の事案を発生させることなく終了
し、重責を全うできたものと思料する。 

利用者サービスの向上や施設の認知度向
上に向けた取組を継続的に行い、周辺地域
との良好な関係の醸成も図っている。

指定管理者の管理運営ノウハウ及び県
との連携により、施設の安全体制及び航空
保安体制の確立並びに安全な航空輸送サ
ービスが提供できており、施設の設置目的
に沿った適切な管理運営が行われている。 

また、G7 広島サミット開催対応ついて
は、特段の事案を発生させることなく、確
実な管理運営を行った。　 

利用者サービスの向上に努め、施設の認
知度向上及び利用促進に寄与するととも
に、周辺地域と良好な関係を築いている。

 項目 指定管理者 県

 

短期的な対応 

(令和５年度)

○日常点検等により、施設の不具合箇所を
的確かつ早期に把握し、適時適切に修繕
を実施し、施設の機能保持を図っていく。 

○限られた予算の中、安定的かつ持続的な
管理運営が実行できるよう、コスト縮減
など、引き続き業務効率化を図っていく。

○適切かつ効率的な管理運営が行えるよ
う、引き続き指定管理者と緊密な連携を
図っていく。  

○引き続き運営体制への指導・助言を行う
とともに、近年の電気料金等の高騰が管
理運営の支障とならないよう、適切な対
応を図っていく。

 

中期的な対応

○県の施設更新計画等や劣化状況を考慮し
ながら、効率的・効果的な施設の機能保持
を図っていく。 

○施設の広報媒体の充実やイベント開催な
どにより、引き続き施設の認知度向上及
び施設に対する県民の理解度向上を図っ
ていく。

○法令及び広島ヘリポート維持管理更新
計画書等に基づき、施設の機能保持のた
め計画的に施設更新・修繕等を行う。 

○指定管理者と連携し、引き続き施設の認
知度向上や県民の理解度向上を図って
いく。


